
(57)【要約】

【課題】

　表示装置を有する電子機器のＲ，Ｇ，Ｂの輝度調整に

よる表示画面上でのホワイトバランス調整が容易な有機

ＥＬ駆動回路および有機ＥＬ表示装置を提供することに

ある。

【解決手段】

　この発明は、水平１ラインの走査期間に相当する表示

期間と水平走査の帰線期間に相当するリセット期間とを

切り分けるタイミングコントロール信号をＲ，Ｇ，Ｂ対

応にそれぞれ設け、それぞれのタイミングコントロール

信号のリセット期

間がそれぞれに外部から設定されるデータに応じて設定

されることでＲ，Ｇ，Ｂそれぞれの表示期間が決定され

、Ｒ，Ｇ，Ｂ対応に輝度が調整されるものである。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 平 １ ラ イ ン の 走 査 期 間 に 相 当 す る 表 示 期 間 と 水 平 走 査 の 帰 線 期 間 に 相 当 す る リ セ ッ ト
期 間 と を 切 り 分 け る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 応 じ て 前 記 表 示 期 間 に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ た 端 子 ピ ン を 介 し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を
電 流 駆 動 し 、 前 記 リ セ ッ ト 期 間 に 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 端 子 電 圧 を リ セ ッ ト す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆
動 回 路 に お い て 、
　 自 己 に 対 し て 外 部 か ら 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て 前 記 リ セ ッ ト 期 間 が 設 定 さ れ る 前 記 タ
イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に そ れ ぞ れ 発 生 す る パ ル ス 発 生 回 路 を 有 し 、
前 記 デ ー タ に 応 じ て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 画 面 上 の 表 示 輝 度 が 調 整 さ れ
る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 Ｒ に つ い て の 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 の 前 記 リ セ ッ ト 期 間 は 、 Ｇ お よ び Ｂ の 前
記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 の 前 記 リ セ ッ ト 期 間 よ り も 長 い 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆
動 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に 、 前 記 端 子 ピ ン に 出 力 す る 出 力 電 流 の 基 礎 と な る 電 流 と し て 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の そ れ
ぞ れ に 対 応 し て 基 準 電 流 を そ れ ぞ れ 発 生 す る 基 準 電 流 生 成 回 路 を 有 し 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 前 記
基 準 電 流 を 調 整 す る こ と に よ り Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 前 記 画 面 上 の 表 示 輝 度 が 調 整 さ れ る 請 求
項 ２ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 パ ル ス 発 生 回 路 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 し て そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記 デ ー タ は 、 こ の
有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ で あ る 請 求 項 ３ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 さ ら に 、 前 記 パ ル ス 発 生 回 路 は 、 前 記 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ た 数 、 ク ロ ッ ク を カ ウ ン
ト す る カ ウ ン タ を 有 し 、 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 は 、 前 記 カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値
に 応 じ て 発 生 す る 請 求 項 ４ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 さ ら に 、 前 記 端 子 ピ ン に 対 応 す る よ う に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 、 第 １ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 と
前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 駆 動 す る 出 力 電 流 を 発 生 す る 電 流 源 と を 有 し 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 前 記 第
１ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 前 記 基 準 電 流 あ る い は こ の 基 準
電 流 か ら 発 生 さ せ た 駆 動 電 流 と 表 示 デ ー タ と を 受 け 、 前 記 基 準 電 流 あ る い は 前 記 基 準 電 流
か ら 発 生 さ せ た 駆 動 電 流 に 応 じ て 前 記 表 示 デ ー タ を Ｄ ／ Ａ 変 換 し 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 し て 得 ら れ
た 電 流 に 応 じ て 前 記 電 流 源 を 駆 動 し 、 前 記 出 力 電 流 を 発 生 す る 前 記 電 流 源 の 出 力 端 子 に は
ス イ ッ チ 回 路 が そ れ ぞ れ 設 け ら 、 前 記 ス イ ッ チ 回 路 が 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 を
受 け て Ｏ Ｎ に さ れ る こ と で 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が リ セ ッ ト さ れ る 請 求 項 ５ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆
動 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 電 流 源 は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ
の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ た ３ 個 の 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら な り 、 こ れ ら 各 基 準 電 流 発
生 回 路 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 の 外 部 か ら 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て そ れ ぞ れ
の 前 記 基 準 電 流 の 電 流 値 が 設 定 さ れ る 請 求 項 ６ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 各 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 の 外 部 か ら 設 定 さ れ た 前 記 デ ー タ を
Ｄ ／ Ａ 変 換 す る 前 記 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 を 有 し 、 前 記 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 が Ｄ ／ Ａ 変
換 す る 前 記 デ ー タ は 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ で あ る 請 求 項 ７
記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 Ｇ お よ び Ｂ の 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 は 、 同 じ １ 個 の コ ン ト ロ ー ル 信 号 で あ る
請 求 項 ６ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 電 流 源 は 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ
の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ た ３ 個 の 基 準 電 流 発 生 回 路 か ら な り 、 こ れ ら 各 基 準 電 流 発
生 回 路 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 の 外 部 か ら 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て そ れ ぞ れ
の 前 記 基 準 電 流 の 電 流 値 が 設 定 さ れ る 請 求 項 ９ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 各 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 の 外 部 か ら 設 定 さ れ た 前 記 デ ー タ を
Ｄ ／ Ａ 変 換 す る 前 記 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 を 有 し 、 前 記 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 が Ｄ ／ Ａ 変
換 す る 前 記 デ ー タ は 、 こ の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の 外 部 か ら 入 力 さ れ た デ ー タ で あ る 請 求 項 １
０ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 Ｂ と Ｇ に つ い て の 前 記 基 準 電 流 発 生 回 路 は 、 同 じ １ 個 の 基 準 電 流 発 生 回 路 で あ っ て 、 か
つ 、 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 も 同 じ 信 号 が 使 用 さ れ る 請 求 項 １ １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ
駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か の 請 求 項 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 有 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置
。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 が Ｉ Ｃ と し て 設 け ら れ 、 請 求 項 ３ 記 載 の 前 記 コ ン ト ロ ー ル 回 路 が
こ の Ｉ Ｃ の 外 部 に Ｉ Ｃ と し て 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 さ ら に 、 プ ロ セ ッ サ を 有 し 、 前 記 パ ル ス 発 生 回 路 あ る い は 前 記 プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 発
生 回 路 に 設 定 さ れ る 前 記 デ ー タ と 前 記 第 ２ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 に 設 定 さ れ る デ ー タ は 、 そ れ
ぞ れ 前 記 プ ロ セ ッ サ に 対 し て 入 力 さ れ た デ ー タ に 応 じ て 前 記 プ ロ セ ッ サ か ら 設 定 さ れ る 請
求 項 １ ４ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び こ れ を 用 い る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 し 、 詳 し く は
、 携 帯 電 話 機 ， Ｐ Ｈ Ｓ 等 の 表 示 装 置 を 有 す る 電 子 機 器 の Ｒ （ 赤 ） ， Ｇ （ 緑 ） ， Ｂ （ 青 ） の
輝 度 調 整 に よ る 表 示 画 面 上 で の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 に お い て 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電 流
値 の 調 整 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 小 さ く て も 精 度 よ く ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が で き る よ う な
高 輝 度 カ ラ ー 表 示 に 適 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 携 帯 電 話 機 ， Ｐ Ｈ Ｓ 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ 、 Ｐ Ｄ Ａ （ 携 帯 端 末 装 置 ） 等 に 搭 載 さ れ る 有 機 Ｅ
Ｌ 表 示 装 置 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル で は 、 カ ラ ム ラ イ ン の 数 が ３ ９ ６ 個 （ １ ３ ２ × ３ ） の 端
子 ピ ン 、 ロ ー ラ イ ン が １ ６ ２ 個 の 端 子 ピ ン を 持 つ も の が 提 案 さ れ 、 カ ラ ム ラ イ ン 、 ロ ー ラ
イ ン の 端 子 ピ ン は こ れ 以 上 に 増 加 す る 傾 向 に あ る 。 　 こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 電
流 駆 動 回 路 の 出 力 段 は 、 ア ク デ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 で も 単 純 マ ト リ ッ ク ス 型 の も の で も 端
子 ピ ン 対 応 に 電 流 源 の 駆 動 回 路 、 例 え ば 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 に よ る 出 力 回 路 が 設 け ら れ
て い る 。
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 問 題 点 の １ つ は 、 液 晶 表 示 装 置 の よ う に 電 圧 駆 動 を 行 う と 、 輝 度 ば
ら つ き が 大 き く な り 、 か つ 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 発 光 感 度 差 が あ る こ と か ら 表
示 制 御 が 難 し い こ と で あ る 。 そ の た め に 電 流 駆 動 を 行 う こ と に な る が 、 電 流 駆 動 を 行 っ て
も 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 駆 動 電 流 に 対 す る 発 光 効 率 の 比 は 、 例 え ば 、 Ｒ ： Ｇ ： Ｂ ＝ ６ ： １ １ ： １
０ 程 度 と 差 が あ っ て 、 こ の よ う な 発 光 効 率 は 、 使 用 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 材 料 に よ っ て 異
な っ て く る 。
　 そ こ で 、 カ ラ ー 表 示 に お け る 電 流 駆 動 回 路 で は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 使 用 材 料 に 応 じ て 輝
度 調 整 を し て 表 示 画 面 上 で ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 採 る 必 要 が あ る 。 そ の た め に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ
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対 応 に 表 示 画 面 上 の 輝 度 を 調 整 す る 調 整 回 路 が 設 け ら れ て い る 。
　 と こ ろ で 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 電 流 駆 動 し 、 か つ 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
の 陽 極 と 陰 極 を グ ラ ン ド に 落 と し て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 端 子 電 圧 を リ セ ッ ト す る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
の 駆 動 回 路 が 公 知 で あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。 ま た 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ を 用 い て 有 機 Ｅ Ｌ
素 子 を 低 消 費 電 力 で 電 流 駆 動 す る 技 術 が 公 知 で あ る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ３ ２ ０ ７ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ３ ８ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 電 流 駆 動 回 路 は 、 通 常 、 基 準 電 流 を 電 流 増 幅 し て 各 カ ラ ム ピ ン （ 有
機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ ラ ム 側 端 子 ピ ン ） 対 応 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対 す る 駆 動 電 流 を 生 成 す る 。 そ
こ で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 採 る た め の 駆 動 電 流 の 調 整 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 す る そ れ ぞ れ
の 基 準 電 流 を 調 整 す る こ と で 行 わ れ て い る 。
　 基 準 電 流 を 調 整 す る た め に 、 従 来 の 駆 動 電 流 調 整 回 路 は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 に ４ ビ ッ ト
程 度 の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 を 設 け て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 、 例 え ば 、 ３ ０ μ Ａ ～ ７ ５ μ Ａ の 範 囲 で
５ μ Ａ 刻 み で 所 定 の ビ ッ ト デ ー タ を 設 定 す る こ と で Ｒ ， Ｇ ， Ｂ そ れ ぞ れ の 基 準 電 流 を 調 整
し て い る が 、 最 近 で は 各 種 の 有 機 Ｅ Ｌ 材 料 が 開 発 さ れ て き て い る の で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス
を 採 る た め の 輝 度 調 整 の 範 囲 は 、 ４ ビ ッ ト 程 度 の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 で は 調 整 が 粗 く な り 、 ４
ビ ッ ト で は 調 整 の ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 小 さ く 、 対 応 し き れ な く な っ て き て い る 。
　 し か し 、 輝 度 調 整 の た め の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 の ビ ッ ト 数 を 、 例 え ば 、 ６ ビ ッ ト な い し ８ ビ
ッ ト に 増 加 し て 調 整 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ を 大 き く す る と 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に Ｄ ／ Ａ 変 換 回
路 が そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 関 係 か ら 回 路 規 模 が 大 き く な り 、 電 流 駆 動 回 路 の ワ ン チ ッ プ 化 が
難 し く な る 。 さ ら に は 表 示 装 置 部 分 の 小 型 化 の 要 請 に 十 分 応 え ら れ な く な る 。
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 し 、 表 示 装 置 を 有 す る 電 子 機 器
の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 輝 度 調 整 に よ る 表 示 画 面 上 で の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 容 易 な 有 機 Ｅ Ｌ 駆
動 回 路 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
　 こ の 発 明 の 他 の 目 的 は 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の た め に 行 わ れ る Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電
流 値 の 調 整 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 小 さ く て も 精 度 よ く ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が で き る 有 機
Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び こ れ を 用 い る 有 機
Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 特 徴 は 、 水 平 １ ラ イ ン の 走 査 期 間 に 相 当 す る 表 示 期 間 と 水 平 走 査 の 帰 線 期
間 に 相 当 す る リ セ ッ ト 期 間 と を 切 り 分 け る タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 応 じ て 表 示 期 間
に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 の そ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ た 端 子 ピ ン を 介 し
て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 電 流 駆 動 し 、 前 記 リ セ ッ ト 期 間 に 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 端 子 電 圧 を リ セ ッ ト す
る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 に お い て 、
　 自 己 に 対 し て 外 部 か ら 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て 前 記 リ セ ッ ト 期 間 が 設 定 さ れ る 前 記 タ
イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に そ れ ぞ れ 発 生 す る パ ル ス 発 生 回 路 を 有 し 、
前 記 デ ー タ に 応 じ て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 画 面 上 の 表 示 輝 度 が 調 整 さ れ
る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の 各 カ ラ ム ピ ン 対 応 に 加 え ら れ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に 対 す る 電
流 駆 動 波 形 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 端 子 を 所 定 の 定 電 圧 に プ リ チ ャ ー ジ す る 定 電 圧 リ セ ッ ト が
行 わ れ る 。 そ こ で 、 図 ３ （ ｇ ） に 示 す よ う に 、 こ の 所 定 の 定 電 圧 か ら ス タ ー ト す る ピ ー ク
電 流 波 形 （ 実 線 ） と な る 。 な お 、 図 ３ （ ｇ ） の 点 線 は 、 電 圧 波 形 で あ る 。
　 定 電 圧 リ セ ッ ト は 、 水 平 走 査 の 帰 線 期 間 に 相 当 す る リ セ ッ ト 期 間 Ｒ Ｔ に 行 わ れ 、 こ の と
き の 表 示 期 間 は 、 水 平 １ ラ イ ン の 水 平 走 査 期 間 に 相 当 す る 。 そ こ で 、 表 示 期 間 Ｄ と リ セ ッ
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ト 期 間 Ｒ Ｔ の 切 り 分 け が 表 示 期 間 Ｄ ＋ リ セ ッ ト 期 間 Ｒ Ｔ に 対 応 す る 周 期 （ 水 平 走 査 周 波 数
相 当 ） の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス （ タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス ） に よ り 行 わ れ る
。 な お 、 図 ３ は 、 各 端 子 ピ ン に 流 す 電 流 駆 動 波 形 と こ れ を 発 生 す る タ イ ミ ン グ 信 号 の 説 明
図 で あ る 。
　 こ れ に つ い て 説 明 す る と 、 図 ３ （ ａ ） は 、 各 制 御 信 号 の タ イ ミ ン グ の 基 本 と な る 同 期 ク
ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 ピ ク セ ル カ ウ ン タ の カ ウ ン ト ス タ ー ト パ ル ス Ｃ Ｓ Ｔ
Ｐ で あ り 、 ピ ク セ ル カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 が 図 ３ （ ｃ ） に 示 さ れ て い る 。 図 ３ （ ｄ ） は 、
表 示 開 始 パ ル ス Ｄ Ｓ Ｔ Ｐ で あ り 、 図 ３ （ ｅ ） が Ｒ に つ い て の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス
Ｒ Ｓ Rで あ り 、 図 ３ （ ｈ ） が Ｇ に つ い て の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ G、 図 ３ （ ｉ ）
が Ｂ に つ い て の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ Bで あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 で は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ そ れ ぞ れ の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス の リ セ ッ ト 期 間 Ｒ Ｔ
を 相 違 さ せ て 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 期 間 の 終 了 時 点 を 異 な る も の に す る 。
　 言 い 換 え れ ば 、 こ の 発 明 は 、 リ セ ッ ト 期 間 Ｒ Ｔ を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 し て 外 部 か ら 設 定 す
る よ う に す る こ と に よ り 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 期 間 Ｄ の 終 了 時 点 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ そ れ ぞ れ に 対
応 し て 調 整 し て 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ そ れ ぞ れ の 表 示 画 面 上 の 輝 度 を 調 整 し 、 も っ て ホ ワ イ ト バ ラ
ン ス の 調 整 を す る 。
　 そ の 結 果 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の た め に 行 わ れ る Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電 流 値 の 調 整 ダ
イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 小 さ い 場 合 で も あ る い は 基 準 電 流 の 調 整 を し な く て も ホ ワ イ ト バ ラ ン
ス 調 整 が で き る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 容 易 に 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 適 用 し た 一 実 施 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ ラ ム ド
ラ イ バ を 中 心 と す る ブ ロ ッ ク 図 、 図 ２ は 、 コ ン ト ロ ー ル 回 路 の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル
ス の 発 生 と 定 電 圧 リ セ ッ ト と の 関 係 の 説 明 図 、 そ し て 、 図 ３ は 、 端 子 ピ ン を 電 流 駆 動 す る
電 流 波 形 と こ れ を 発 生 す る タ イ ミ ン グ 信 号 の 説 明 図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 １ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お け る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 と し て の カ ラ ム Ｉ Ｃ
ド ラ イ バ （ 以 下 カ ラ ム ド ラ イ バ ） で あ る 。 こ の カ ラ ム ド ラ イ バ １ ０ は 、 基 準 電 流 発 生 回 路
１ と 、 Ｒ （ 赤 ） に 対 応 し て 設 け ら れ た Ｒ － 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ Ｒ と 、 Ｇ （ 緑 ） に 対 応 し て
設 け ら れ た Ｇ － 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ Ｇ 、 そ し て 、 Ｂ （ 青 ） に 対 応 し て 設 け ら れ た Ｂ － 基 準
電 流 生 成 回 路 ２ Ｂ と を 有 し て い る 。
　 各 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ Ｒ ， ２ Ｇ ， ２ Ｂ は 、 そ れ ぞ れ 基 準 電 流 発 生 回 路 １ か ら 基 準 電 流 Ｉ
refを 入 力 段 と し て 設 け ら れ た カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 受 け て そ れ ぞ れ の 表 示 色 に 対 応 し た
基 準 電 流 Ｉ r， Ｉ g， Ｉ bを 生 成 す る 。 こ こ で 生 成 し た 基 準 電 流 Ｉ r， Ｉ g， Ｉ bで カ レ ン ト ミ
ラ ー 回 路 ３ の 入 力 側 ト ラ ン ジ ス タ を そ れ ぞ れ に 駆 動 し 、 こ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ３ に よ り
出 力 端 子 Ｘ R1～ Ｘ Rm等 の 各 出 力 端 子 対 応 に 、 生 成 し た 基 準 電 流 を 分 配 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 Ｇ － 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ Ｇ 、 Ｂ － 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ Ｂ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る カ
レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ３ は 、 Ｒ － 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ Ｒ が 接 続 さ れ て い る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路
３ と 同 様 な 構 成 で あ る の で 、 特 に 図 示 し て は い な い 。 以 下 で は 、 Ｒ － 基 準 電 流 生 成 回 路 ２
Ｒ と カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ３ と の 関 係 に つ い て 説 明 し 、 Ｇ － 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ Ｇ と Ｂ － 基
準 電 流 生 成 回 路 ２ Ｂ と の そ れ ぞ れ の カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ３ と の 関 係 に つ い て は 割 愛 す る 。
　 ま た 、 各 基 準 電 流 設 定 回 路 ２ Ｒ ， ２ Ｇ ， ２ Ｂ に は 、 そ れ ぞ れ ４ ビ ッ ト 程 度 の Ｄ ／ Ａ 変 換
回 路 （ Ｄ ／ Ａ ） ２ ａ が 設 け ら れ て い て 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の た め に Ｒ ， Ｇ ， Ｂ そ れ ぞ
れ の 表 示 色 に 対 応 す る 基 準 電 流 Ｉ r， Ｉ g， Ｉ bの 電 流 値 が そ れ ぞ れ の Ｄ ／ Ａ ２ ａ に 設 定 さ
れ る 変 換 デ ー タ で 調 整 さ れ る 。 ４ ビ ッ ト の デ ー タ は 、 装 置 外 部 か ら 入 力 デ ー タ と し て Ｍ Ｐ
Ｕ ７ に 供 給 さ れ て Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら レ ジ ス タ ２ ｂ に 記 憶 さ れ て 各 Ｄ ／ Ａ ２ ａ に 設 定 さ れ る 。 Ｄ
／ Ａ ２ ａ は レ ジ ス タ ２ ｂ に 記 憶 さ れ た デ ー タ を Ｄ ／ Ａ 変 換 し て 所 定 の 基 準 電 流 値 を 生 成 す
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 Ｒ － 基 準 電 流 生 成 回 路 ２ Ｒ は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 １ か ら の 基 準 電 流 Ｉ refで 駆 動 さ れ て
Ｒ に つ い て の 基 準 電 流 Ｉ rを 生 成 す る 。 こ の 基 準 電 流 Ｉ rは 、 Ｒ に つ い て の カ レ ン ト ミ ラ ー
回 路 ３ の 入 力 側 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ raに 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 出 力 側 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ raか
ら Ｔ rnの そ れ ぞ れ が 基 準 電 流 Ｉ rを 発 生 し て 、 Ｒ の 各 出 力 端 子 Ｘ R1～ Ｘ Rm対 応 に 基 準 電 流
Ｉ rが 分 配 さ れ る 。
　 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 ３ は 、 入 力 側 の ト ラ ン ジ ス タ Ｔ raと 、 こ れ と カ レ ン ト ミ ラ ー 接 続 さ
れ る Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rb～ Ｔ rnと を 有 し て い て 、 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rb
～ Ｔ rnの ソ ー ス は 、 電 源 ラ イ ン ＋ Ｖ DD（ ＝ ＋ ３ Ｖ ） に 接 続 さ れ て い る 。
　 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rb～ Ｔ rnの ド レ イ ン は 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｒ ， ４ Ｒ … に 接 続 さ れ 、 そ れ
ぞ れ の ド レ イ ン か ら の 出 力 電 流 Ｉ rは 、 こ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｒ の 基 準 駆 動 電 流 と さ れ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 各 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｒ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら レ ジ ス タ ６ を 介 し て 表 示 デ ー タ を 受 け て Ｒ － 基
準 電 流 生 成 回 路 ２ Ｒ で 生 成 さ れ た Ｒ に つ い て の 基 準 駆 動 電 流 Ｉ rを 表 示 デ ー タ 値 分 電 流 増
幅 し て そ の と き ど き の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 表 示 輝 度 に 応 じ た 駆 動 電 流 を 生 成 し 、 こ の 駆 動 電 流
に 応 じ て そ れ ぞ れ に 出 力 段 電 流 源 ５ Ｒ を 駆 動 す る 。 各 出 力 段 電 流 源 ５ Ｒ は 、 一 対 の ト ラ ン
ジ ス タ か ら な る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 （ 図 ２ 参 照 ） で 構 成 さ れ 、 Ｒ に つ い て の カ ラ ム 側 の 出
力 端 子 Ｘ R1～ Ｘ Rmを 介 し て 駆 動 電 流 ｉ を 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル （ Ｒ に つ い て の 各 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の
陽 極 ） に 出 力 す る 。
　 最 後 の 出 力 位 置 に あ る ト ラ ン ジ ス タ Ｔ rnの ド レ イ ン は 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｒ に 接 続 さ れ
、 こ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｒ を 駆 動 す る 。 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｒ は 、 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ
て 出 力 段 電 流 源 ５ Ｒ を 駆 動 し 、 出 力 段 電 流 源 ５ Ｒ が 出 力 電 流 Ｉ outを こ の Ｉ Ｃ の 外 部 出 力
端 子 １ ０ ｂ か ら 外 部 へ と 出 力 す る 。 こ の 出 力 は 、 次 段 に 設 け ら れ た カ ラ ム Ｉ Ｃ ド ラ イ バ に
入 力 さ れ て 、 同 様 な 駆 動 電 流 を 発 生 す る モ ニ タ 電 流 に さ れ る 。 な お 、 こ の モ ニ タ 電 流 は 、
Ｒ で は な く 、 Ｂ 側 あ る い は Ｇ 側 に 設 け ら れ た 出 力 段 電 流 源 ５ Ｒ の １ つ か ら 出 力 さ れ て も よ
い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｒ 1， Ｓ Ｗ Ｒ 2， … Ｓ Ｗ Ｒ mは 、 図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｒ に つ い て
出 力 端 子 Ｘ R1～ Ｘ Rmに 対 応 に 設 け ら れ た リ セ ッ ト ス イ ッ チ で あ り 、 各 出 力 端 子 を 定 電 圧 Ｖ
zRに リ セ ッ ト す る も の で あ る 。 各 ス イ ッ チ 回 路 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 Ｐ チ ャ ネ
ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 さ れ 、 そ の ゲ ー ト が ラ イ ン １ １ に 接 続 さ れ 、 イ ン バ ー タ ８ ５
と こ の ラ イ ン １ １ を 介 し て Ｒ に つ い て の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ Rを コ ン ト ロ ー
ル 回 路 ８ か ら 受 け る 。 各 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｒ 1， Ｓ Ｗ Ｒ 2， … Ｓ Ｗ Ｒ mを 構 成 す る 各 ト ラ ン
ジ ス タ の ソ ー ス は 、 各 出 力 端 子 Ｘ R1～ Ｘ Rmに 接 続 さ れ 、 各 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン は 、 ツ
ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZRを 介 し て グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 リ セ ッ ト
期 間 Ｒ Ｔ に 各 ト ラ ン ジ ス タ が Ｏ Ｎ に な っ て ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZRの 持 つ 定 電 圧 Ｖ ZRに 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ の 陽 極 側 が 設 定 さ れ て 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ が プ リ チ ャ ー ジ さ れ る 。 な お 、 こ の と
き 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ の 陰 極 側 は グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 同 様 に 、 図 ２ 示 す よ う に 、 Ｇ に つ い て の ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｇ 1， Ｓ Ｗ Ｇ 2， … Ｓ Ｗ Ｇ m（
図 示 せ ず ） を 構 成 す る Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ が Ｇ に つ い て 各 出 力 端 子 Ｘ G1， Ｘ G2
， … に 対 応 に 設 け ら れ て い る 。 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｇ 1， Ｓ Ｗ Ｇ 2， … を 構 成 す る 各 ト ラ ン ジ
ス タ の ソ ー ス は 、 各 出 力 端 子 Ｘ G1， Ｘ G2， … に 接 続 さ れ 、 各 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン は 、
ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZGを 介 し て グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ の 各 ト ラ
ン ジ ス タ の ゲ ー ト は 、 ラ イ ン １ ２ に 接 続 さ れ 、 こ の ラ イ ン １ ２ を 介 し て リ セ ッ ト コ ン ト ロ
ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ Gを コ ン ト ロ ー ル 回 路 ８ か ら 他 の イ ン バ ー タ ８ ５ と こ の ラ イ ン １ ２ を 介 し
て 受 け る 。
　 同 様 に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ｂ に つ い て の ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｂ 1， Ｓ Ｗ Ｂ 2（ 図 示 せ ず ）
， … Ｓ Ｗ Ｂ m（ 図 示 せ ず ） を 構 成 す る Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ が Ｂ に つ い て 各 出 力
端 子 Ｘ B1， Ｘ B2， … に 対 応 に 設 け ら れ て い る 。 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｂ 1， Ｓ Ｗ Ｂ 2， … を 構 成
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す る 各 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス は 、 各 出 力 端 子 Ｘ B1， Ｘ B2， … に 接 続 さ れ 、 各 ト ラ ン ジ ス タ
の ド レ イ ン は 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZBを 介 し て グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。 そ し
て 、 そ の 各 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト は 、 ラ イ ン １ ３ に 接 続 さ れ 、 他 の イ ン バ ー タ ８ ５ と こ の
ラ イ ン １ ３ を 介 し て リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ Bを コ ン ト ロ ー ル 回 路 ８ か ら 受 け る
。
　 と こ ろ で 、 各 出 力 端 子 Ｘ R1～ Ｘ Rmは 、 最 近 で は フ レ キ シ ブ ル 基 板 な ど で は な く 、 Ｉ Ｃ チ
ッ プ に 設 け ら れ た パ ッ ド が 出 力 端 子 と な り 、 こ れ と 金 バ ン プ 、 金 ボ ー ル 、 半 田 バ ン プ あ る
い は 半 田 ボ ー ル な ど を 介 し て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ ラ ム ピ ン と 一 体 的 に 接 続 さ れ る 。 し た が
っ て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 各 出 力 端 子 Ｘ R1～ Ｘ Rmは 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 各 カ ラ ム ピ ン に 対
応 し 、 こ れ ら が 接 続 さ れ た 状 態 で は １ つ に な っ て い る 。 各 出 力 端 子 に 対 応 し て 設 け ら れ る
各 回 路 は 、 各 カ ラ ム ピ ン （ 端 子 ピ ン ） に 対 応 し て い る 。 そ の た め 、 出 力 端 子 と カ ラ ム ピ ン
と は 特 に 区 別 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に お い て 、 コ ン ト ロ ー ル 回 路 ８ は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た リ セ ッ ト
コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 ８ １ Ｒ 、 ８ １ Ｇ 、 ８ １ Ｂ と 、 ピ ク セ ル カ ウ ン タ を 有 す る タ イ
ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 ８ ４ と を 有 し て い る 。 リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 ８ １ Ｒ 、
８ １ Ｇ 、 ８ １ Ｂ は 、 同 一 の 構 成 で あ る の で 、 そ の う ち の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生
回 路 ８ １ Ｒ に つ い て 、 そ の 構 成 の 詳 細 を 説 明 す る 。
　 タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 ８ ４ を 有 す る コ ン ト ロ ー ル 回 路 ８ は 、 通 常 、 カ ラ ム ド ラ イ バ １
０ の 外 部 に 別 の Ｉ Ｃ と し て 設 け ら れ て い る が 、 リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 ８ １
Ｒ 、 ８ １ Ｇ 、 ８ １ Ｂ 等 を カ ラ ム ド ラ イ バ １ ０ の 内 部 に 設 け て も よ い の で 、 図 で は 、 コ ン ト
ロ ー ル 回 路 ８ を 別 な Ｉ Ｃ と し て 区 分 け し て は い な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 ８ １ Ｒ は 、 プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ ８ ２ と フ リ ッ プ フ
ロ ッ プ ８ ３ と で 構 成 さ れ 、 プ リ セ ッ ト さ れ た デ ー タ 値 を カ ラ ム ド ラ イ バ １ ０ の 外 部 に あ る
Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら 受 け 、 タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 ８ ４ か ら の ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ に 応 じ て カ ウ ン ト
ダ ウ ン し て そ れ が “ ０ ” に な っ た と き に 出 力 を 発 生 す る 。 そ の 出 力 の 立 上 が り 出 力 が ト リ
ガ 信 号 と し て フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ８ ３ に 入 力 さ れ る 。 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ８ ３ の デ ー タ 入 力 端
子 Ｄ は 、 プ ル ア ッ プ さ れ て い る 。 そ こ で 、 プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ ８ ２ の 立 上 が り 出 力 を 受 け
る と 、 デ ー タ “ １ ” が フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ８ ３ に セ ッ ト さ れ 、 そ の Ｑ 出 力 が リ セ ッ ト コ ン ト
ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ Gと し て イ ン バ ー タ ８ ５ を 介 し て ラ イ ン １ １ に 送 出 さ れ る 。
　 な お 、 フ リ ッ プ フ ロ ッ プ ８ ３ は 、 リ セ ッ ト 端 子 Ｒ に コ ン ト ロ ー ル 回 路 ８ （ そ の タ イ ミ ン
グ 信 号 発 生 回 路 ８ ４ ） が 発 生 す る 表 示 開 始 パ ル ス Ｄ Ｓ Ｔ Ｐ を 受 け て リ セ ッ ト さ れ る 。 プ リ
セ ッ ト カ ウ ン タ ８ ２ は 、 表 示 開 始 パ ル ス Ｄ Ｓ Ｔ Ｐ を 受 け て そ の 立 ち 上 が り に 応 じ て そ の 都
度 プ リ セ ッ ト 値 を カ ウ ン ト ダ ウ ン す る が 、 こ の プ リ セ ッ ト 値 は 、 表 示 開 始 パ ル ス Ｄ Ｓ Ｔ Ｐ
の 立 ち 上 が り に 対 応 し て Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ に セ ッ ト さ れ て も あ る い は Ｍ Ｐ
Ｕ ７ か ら プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ ８ ２ の 内 部 レ ジ ス タ に セ ッ ト さ れ た も の が 表 示 開 始 パ ル ス Ｄ
Ｓ Ｔ Ｐ の 立 ち 上 が り 都 度 内 部 レ ジ ス タ か ら セ ッ ト さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の 結 果 、 リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 ８ １ Ｒ は 、 そ の プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ ８
２ に プ リ セ ッ ト さ れ た Ｒ に 対 応 す る デ ー タ に 応 じ て 立 上 が る 図 ３ （ ｅ ） に 示 す リ セ ッ ト コ
ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ Rを 発 生 す る 。
　 同 様 に し て 、 リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 ８ １ Ｇ は 、 そ の プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ
８ ２ に プ リ セ ッ ト さ れ た Ｇ に 対 応 す る デ ー タ に 応 じ て 立 上 が る 図 ３ （ ｈ ） に 示 す リ セ ッ ト
コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ Gを 発 生 す る 。
　 ま た 、 同 様 に し て 、 リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 ８ １ Ｂ は 、 そ の プ リ セ ッ ト カ
ウ ン タ ８ ２ に プ リ セ ッ ト さ れ た Ｂ に 対 応 す る デ ー タ に 応 じ て 立 上 が る 図 ３ （ ｉ ） に 示 す リ
セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ Bを 発 生 す る 。
　 こ れ ら リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ GBは 、 あ ら か じ め 決 定 さ れ て い
る 表 示 期 間 Ｄ ＋ リ セ ッ ト 期 間 Ｒ Ｔ に 対 応 す る 周 期 （ 水 平 走 査 周 波 数 ） で 立 上 が り 、 立 下 が
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る パ ル ス で あ っ て 、 こ れ の Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ レ ベ ル （ 以 下 “ Ｈ ” ， “ Ｈ ” 有 意 ） に 応 じ て 図 ３ （ ｅ
） の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ Gに 示 す よ う に 、 リ セ ッ ト 期 間 Ｒ Ｔ が 開 始 す る 。 そ
し て 、 表 示 開 始 パ ル ス Ｄ Ｓ Ｔ Ｐ の 立 上 が り で 表 示 期 間 Ｄ が 開 始 し 、 こ れ に 同 期 し て リ セ ッ
ト 期 間 が 終 了 す る 。 こ の リ セ ッ ト 期 間 が 終 了 す る 時 点 を 基 準 に し て リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル
パ ル ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ GBに 対 応 す る 各 プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ ８ ２ の ダ ウ ン カ ウ ン ト を 開
始 し て 次 の 立 ち 上 が り タ イ ミ ン グ を 決 定 す る 。 そ し て 、 こ の 立 ち 上 が り タ イ ミ ン グ で 表 示
期 間 Ｄ が 終 了 す る 。
　 そ の 結 果 、 例 え ば 、 Ｒ に つ い て は 、 図 ３ （ ｆ ） に 示 す ピ ー ク 発 生 パ ル ス Ｐ pに 応 じ て （
ｇ ） に 示 す よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ を 電 流 駆 動 す る 電 流 の 駆 動 波 形 （ 実 線 参 照 ） を 発 生 す る
こ と に な る 。 前 記 し た よ う に 点 線 が そ の 電 圧 波 形 で あ る 。
　 な お 、 図 ３ （ ｅ ） ， （ ｈ ） ， （ ｉ ） に 示 す 各 リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G
， Ｒ Ｓ GBが “ Ｈ ” の リ セ ッ ト 期 間 Ｒ Ｔ に は 、 各 種 の デ ー タ の 設 定 と 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 ９
の 陽 極 電 圧 を 所 定 の 定 電 圧 に リ セ ッ ト す る 定 電 圧 リ セ ッ ト 等 が 行 わ れ る 。 特 に 、 こ れ ら リ
セ ッ ト 信 号 が “ Ｈ ” の と き に は 、 各 端 子 ピ ン 対 応 に 設 け ら れ た 表 示 デ ー タ レ ジ ス タ （ レ ジ
ス タ ６ ） に 表 示 デ ー タ が セ ッ ト さ れ る の で 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 端 子 ピ ン が １ ３ ２ ピ ン あ る 場
合 に は 、 （ ｃ ） の ピ ク セ ル カ ウ ン タ の 値 と し て 示 す よ う に 、 各 リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル
ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ GBの “ Ｈ ” の 期 間 は 、 １ ３ ３ ク ロ ッ ク 以 上 の カ ウ ン ト 分 は 必 要 に な
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ て 、 図 ３ （ ｇ ） に 示 す 電 流 駆 動 波 形 は 、 リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ Rが “ Ｈ ”
の 立 上 が り 開 始 タ イ ミ ン グ が 表 示 終 了 タ イ ミ ン グ に 対 応 し て い る 。 こ の 各 リ セ ッ ト コ ン ト
ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ Gの 立 上 が り タ イ ミ ン グ を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 設 定 す る こ
と で 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 表 示 期 間 Ｄ の 長 さ を 変 え る こ と が で き る 。 そ こ で 、 各 リ セ ッ ト コ
ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 ８ １ Ｒ 、 ８ １ Ｇ 、 ８ １ Ｂ の 外 部 か ら そ れ ぞ れ の プ リ セ ッ ト カ ウ
ン タ ８ ２ に そ れ ぞ れ に プ リ セ ッ ト 値 を 設 定 す る こ と で 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に そ れ ぞ れ の 表 示
期 間 Ｄ の 長 さ を 決 定 し 、 こ の 表 示 期 間 Ｄ の 長 さ を プ リ セ ッ ト 値 に 応 じ て 調 整 す る こ と で 、
画 面 上 で の Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 輝 度 を 調 整 す る 。 こ れ に よ り ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 調 整 が 可 能
に な る 。
　 こ こ で は 、 リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 ８ １ Ｒ の プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ ８ ２ に プ
リ セ ッ ト さ れ る デ ー タ が Ｒ に 対 応 し た 値 と し て Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら 設 定 さ れ 、 リ セ ッ ト コ ン ト ロ
ー ル パ ル ス 発 生 回 路 ８ １ Ｇ 、 ８ １ Ｂ の 各 プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ ８ ２ に プ リ セ ッ ト さ れ る デ ー
タ も Ｇ ， Ｂ の そ れ ぞ れ に 対 応 し た 値 と し て Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら 設 定 さ れ る 。 そ こ で 、 Ｇ ， Ｂ に 対
応 す る リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス は 、 そ れ ぞ れ 、 例 え ば 、 （ ｈ ） ， （ ｉ ） に 示 す よ う な
立 上 が り タ イ ミ ン グ が 相 違 す る リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ GBと し て 発 生 す
る 。 そ の 結 果 、 こ れ ら の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ GBの そ れ ぞ れ の
立 上 が り 位 置 が Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら 設 定 さ れ る デ ー タ に よ り 調 整 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 ８ １ Ｒ 、 ８ １ Ｇ 、 ８ １ Ｂ の 各 プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ
８ ２ に Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら 設 定 さ れ る デ ー タ 値 は 、 例 え ば 、 Ｍ Ｐ Ｕ ７ 内 部 の 不 揮 発 性 メ モ リ 等 に
記 憶 し て お き 、 電 源 Ｏ Ｎ 時 に 各 プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ ８ ２ に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 こ れ ら の 設
定 デ ー タ は 、 外 部 か ら Ｍ Ｐ Ｕ ７ に 対 し て 入 力 さ れ る 入 力 デ ー タ に 応 じ て 不 揮 発 性 メ モ リ 等
に 記 憶 さ れ る 。 特 に 、 Ｍ Ｐ Ｕ ７ へ の 入 力 と 不 揮 発 性 メ モ リ へ の デ ー タ の 書 込 み は 、 製 品 出
荷 の テ ス ト 段 階 等 に お い て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に そ れ ぞ れ キ ー ボ ー ド か ら Ｍ Ｐ Ｕ ７ へ 入 力 す る
こ と で 行 い 、 こ れ に よ り ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 を 行 う よ う に す る と よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 説 明 し て き た が 、 実 施 例 で は 、 Ｇ と Ｂ と に つ い て 、 そ れ ぞ れ 独 立 の リ セ ッ ト コ ン ト
ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 が 設 け ら れ て い て 、 そ れ ぞ れ に リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス を 発 生
し て い る が 、 現 在 の と こ ろ Ｇ と Ｂ の 発 光 材 料 に よ る 発 光 効 率 の 差 は 少 な い の で 、 Ｇ と Ｂ と
に つ い て の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス 発 生 回 路 は 、 同 一 の １ つ の 回 路 と し て 、 こ の １ つ
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の 回 路 で リ セ ッ ト 期 間 を 制 御 し て も よ い 。
　 ま た 、 実 施 例 で は 、 プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ を 用 い て 表 示 期 間 に つ い て 時 間 計 測 を し て 、 Ｒ
、 Ｇ ， Ｂ の そ れ ぞ れ の リ セ ッ ト 期 間 を 設 定 し て い る が 、 プ リ セ ッ ト カ ウ ン タ は 、 プ ロ グ ラ
ム 処 理 に よ る ソ フ ト カ ウ ン タ で あ っ て も よ く 、 要 す る に 、 こ の 発 明 は 、 リ セ ッ ト 期 間 を 時
間 計 測 に よ り 設 定 で き る も の で あ れ ば ど の よ う な 手 段 で あ っ て も よ い 。
　 さ ら に 、 実 施 例 で は 、 Ｒ 、 Ｇ ， Ｂ そ れ ぞ れ に プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 （ 定 電 圧 リ セ ッ ト を す る
定 電 圧 ） を 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZR， Ｄ ZG， Ｄ ZBの 電 圧 と し て そ れ ぞ れ 独 立 に 設 け て い
る が 、 こ れ は 、 同 一 電 圧 で あ っ て も よ く 、 １ 個 の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド あ る い は 定 電 圧 回 路
が 用 い ら れ て も よ い 。 さ ら に 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド は 、 各 出 力 端 子 に 対 応 し て そ れ ぞ れ 設
け ら れ て い て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 適 用 し た 一 実 施 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ
ラ ム ド ラ イ バ を 中 心 と す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 コ ン ト ロ ー ル 回 路 の リ セ ッ ト コ ン ト ロ ー ル パ ル ス の 発 生 と 定 電 圧 リ セ ッ
ト と の 関 係 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 端 子 ピ ン を 電 流 駆 動 す る 電 流 波 形 と こ れ を 発 生 す る タ イ ミ ン グ 信 号 の 説
明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 １ Ｇ ， １ Ｒ ， １ Ｂ … Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電 流 発 生 回 路 、
　 ２ Ｇ ， ２ Ｒ ， ２ Ｂ … Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電 流 分 配 回 路 、
　 ３ ， ３ Ｇ ， ３ Ｒ ， ３ Ｂ … … Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 、
　 ４ ， ４ Ｇ ， ４ Ｒ ， ４ Ｂ … ピ ー ク 電 流 生 成 回 路 、
　 ５ ， ５ Ｒ ， ５ Ｇ ， ５ Ｂ … 出 力 段 電 流 源 、
　 ６ … プ ロ グ ラ マ ブ ル パ ル ス 幅 パ ル ス 発 生 回 路 、
　 ７ … コ ン ト ロ ー ル 回 路 、 ８ … レ ジ ス タ 、
　 ９ ， ９ G1， ９ R1， ９ B1， ９ G2， ９ R2… ピ ン 、
　 １ ０ … カ ラ ム Ｉ Ｃ ド ラ イ バ 、
　 １ ２ … Ｍ Ｐ Ｕ 、 １ ３ … キ ー ボ ー ド 、
　 Ｔ rs， Trt， Ｑ s， Ｑ t， Ｑ u～ Ｑ y… ト ラ ン ジ ス タ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(10) JP 2004-151694 A 2004.5.27



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｆ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｌ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　

Ｆターム(参考) 5C080 AA06  BB05  CC03  DD01  DD08  DD22  EE29  EE30  FF01  FF07 
　　　　 　　        FF12  HH09  JJ02  JJ03  JJ04 

(11) JP 2004-151694 A 2004.5.27



专利名称(译) 有机EL驱动电路和使用其的有机EL显示装置

公开(公告)号 JP2004151694A 公开(公告)日 2004-05-27

申请号 JP2003342819 申请日 2003-10-01

[标]申请(专利权)人(译) 罗姆股份有限公司

申请(专利权)人(译) ROHM株式会社

[标]发明人 前出淳
藤沢雅憲

发明人 前出 淳
藤沢 雅憲

IPC分类号 H01L51/50 G09G3/20 G09G3/30 H05B33/14

FI分类号 G09G3/30.K G09G3/20.612.F G09G3/20.612.J G09G3/20.612.T G09G3/20.621.F G09G3/20.623.B 
G09G3/20.623.F G09G3/20.641.A G09G3/20.641.D G09G3/20.642.L H05B33/14.A G09G3/30.J G09G3
/3216 G09G3/3225 G09G3/3275

F-TERM分类号 3K007/AB03 3K007/AB04 3K007/AB17 3K007/BA06 3K007/DB03 3K007/GA00 3K007/GA04 5C080
/AA06 5C080/BB05 5C080/CC03 5C080/DD01 5C080/DD08 5C080/DD22 5C080/EE29 5C080/EE30 
5C080/FF01 5C080/FF07 5C080/FF12 5C080/HH09 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 3K107
/AA01 3K107/BB01 3K107/CC08 3K107/CC09 3K107/CC31 3K107/CC43 3K107/EE02 3K107/HH00 
3K107/HH04 5C380/AA01 5C380/AB05 5C380/AB06 5C380/AB34 5C380/AC11 5C380/AC12 5C380
/BA11 5C380/BB14 5C380/CA34 5C380/CA35 5C380/CE04 5C380/CE19 5C380/CF05 5C380/CF06 
5C380/CF10 5C380/CF23 5C380/CF26 5C380/CF46 5C380/CF48 5C380/CF56 5C380/CF62 5C380
/DA46 5C380/DA49 5C380/DA57

代理人(译) 梶山 佶是
山本富士雄

优先权 2002294634 2002-10-08 JP

其他公开文献 JP3881645B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

[问题] 本发明的目的是提供一种有机EL驱动电路和有机EL显示装置，其
中通过调节具有显示装置的电子装置的R，G和B的亮度，可以容易地调
节显示屏上的白平衡。 [解决方案] 本发明提供了一种时序控制信号，用
于将R，G和B中的每一个分别对应于一条水平线的扫描周期的显示周期
和对应于水平扫描的消隐周期的复位周期分开，以及每个时序控制信号 
重置期 R，G和B的显示间隔是通过根据外部设置的数据设置间隔来确定
的，并且亮度对应于R，G和B进行调整。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/dc418769-dcd2-4ccd-83dc-a485f6bb0694
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/032473499/publication/JP2004151694A?q=JP2004151694A

